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プ kb kとは？REDDプラス Cookbookとは？

• 政策立案者、政府関係者、実務家のためのREDDプ
ラス実践マニュアル

• UNFCCCの決定や、IPCCの指針/指導に基づく内容

• 英語版、日本語版 が刊行ずみ

• 36項目を151ページで解説• 36項目を151ページで解説

• 国/準国レベルを取り扱う

• 参照編として、有用な文献を紹介
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なぜ kb kが必要な か？なぜCookbookが必要なのか？

• 全てのステークホルダーにとってキャパシティ・ビル
ディングは非常に重要

• REDD+には、多岐にわたる技術的知識が必要とさ
れる（衛星画像解析 地上調査…）れる（衛星画像解析、地上調査 ）

• 多くの専門用語（フェーズドアプローチ、セーフガー
ド…）

• 多くの優れた技術解説書が存在するが• 多くの優れた技術解説書が存在するが、

必ずしも使いやすいものではない
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目次と想定読者層目次と想定読者層
第1章 REDDプラスとは

導
• 第1章 - REDDプラスとは

• 第2章 - 森林モニタリングシステムの設計導入編 政策立案者とその
パートナー機関

• 第3章 - REDDプラス取り組みのための基礎知識

• 第4章 - 森林炭素の計測、報告、検証（MRV）

• 第5章 - 蓄積変化法によるモニタリング
計画編 REDD プラス活動

の計画に取り組む
実施者第5章 蓄積変化法によるモニタリング

• 第6章 - REDD プラス実施における前提

第7章 リモ トセンシングを用いた森林面積の推定
技 編

実施者

• 第7章 - リモートセンシングを用いた森林面積の推定

• 第8章 - 固定調査プロットを用いた方法

• 第9章 - 林分炭素蓄積推定モデルを用いた方法

技術編 REDD プラス活動
に携わる技術者

• 各章の参考文献情報

• 索引参照編 より深い情報を求
める利用者索引 める利用者



使 やすさ使いやすさ

• 各章の項目は「レシピ」
と呼ばれる短いまとまり
に編集されている。

利用者は チ

I01 REDDプラスの歴史と現在の動き

I02 REDDプラスの重要な概念

I03 森林炭素モニタリングの計測・報告・検証

• 利用者はフローチャー
トに従って、各項目の
詳細な シピや引用文

I03 森林炭素モニタリングの計測・報告・検証

I04 システム設計

P01 森林・減少・
劣化・プラスの定義 P02 フェーズドアプローチ P03 セーフガード

詳細なレシピや引用文
献を参照できる。

P04 森林炭素の計測 P05 森林炭素の報告 P06 森林炭素の検証

P07 蓄積変化法 P09 単位面積当たりの炭素蓄積推定

P08 リモートセンシングを
用いた面積推定

P10 固定調査プロット
法を用いた方法

P11 林分炭素蓄積推定
モデルを用いた方法

P12 吸排出量の算定 P13 参照レベル・参照排出レベルの設定

「レシピ」のデザイン



「レシピ」の構造

シピ番号レシピ番号

タイトル

このレシピの
上位のレシピ

概要

本文Info
参考情報や
引用文献引用文献

参照編



ダウンロード

日本語版
http://www.ffpri.affrc.go.jp/redd-rdc/ja/reference/cookbook.html
英語版英語版
http://www.ffpri.affrc.go.jp/redd-rdc/en/reference/cookbook.html


